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〈講座全体の概要〉(300字程度)

家族で東谷山のニホンリスやムササビを含む野生哺乳類の調査と保全活動に触れる。野生ニホンリ
スを捕獲して現場で観察し、哺乳類だけでなく他の野生生物の痕跡や季節、植生に応じた生物相も
観察する。これにより、東谷山の自然環境を深く理解し、非日常の中で冒険心と安全確保の基本を
育む。昨年好評だった自宅周辺での観察方法や心構え、自然の音に耳を傾ける観察トレーニングを
実施する。リスが捕獲できない場合のために動画閲覧も行う。。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

11/5捕獲したリスを皆で観察します。 2/4 皆でリスの食痕を探します。

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

地権者と話合いを重ね、入山人数の抑制と集合場所の変更をしながら安全面に配慮して実施をして
います。解説担当の分担や役割の再配置を通して、毎回の内容が繰り返しにならないようにしてい
ます。本物の自然に触れる環境の提供することを目的としてましたがリスの捕獲が困難なことが続
いた用に感じています。…代替プログラムのガサガサは好評でしたが。自宅の周りで見ることが出
来るもしくは自分で観察をしたいという声に継続的に応えることができたと感じています。今回雨
天が多くリスの捕獲が困難な回がおおく過去動画鑑賞をカリキュラムに加えました。リス捕獲でき
ない場合のノウハウを積むことができたように感じています。
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